別記参考様式１（第５条関係）

履　歴　書

	ふりがな
氏　　名
	
	男　・　女

	生年月日
	　　　　年　　　　月　　　　日（満　　　歳）

	現住所
	〒　　　　　　　　　　℡　
　　　　　　
E-mail

	勤務先
	〒　　　　　　　　　　　
（住所）
（名称）


	学　　歴（高等学校卒業以降）

	年月
	事　項

	
	

	職　　歴（職名・地位等を明記）

	年月
	事　項

	
	

	学会及び社会における活動等（専攻・研究分野に関連した事項）

	年月
	事　項

	
	

	賞　　罰（ない場合は「なし」と記入）

	年月
	事　項

	
	

	職務の状況

	勤務先
	職名
	学部学科等（所属部局）の名称
	担当授業科目名
	毎週担当授業時間数
	備考

	
	
	
	
	専任
	兼担
	兼任
	計
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	上記のとおり相違ありません。

　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　印




履歴書（別紙参考様式１）記入上の留意点

（１）履歴書は原則として本様式により記入・提出することとしますが、履歴書記載事項が多い場合や外国人教員で本様式によることが困難な場合は、本様式の履歴書の標題右部に「別紙のとおり」と記載し、様式に記入すべき事項について、別紙を作成し、本様式に添付して提出することができます。
（２）外国人教員は、項目名を含め、日本語又は英語で記入して提出することができます。

（３）「学歴」欄は、下記のとおりとしてください。

　①高等学校卒業以降の全ての学歴について記入してください。

　②博士課程を出て、まだ博士号を取得していない方は、「博士課程単位取得満期退学」と記入してください。

　③大学の別科・専攻科については「学歴」欄に、研究生・聴講生等については「職歴」欄に記入してください。

　④外国留学については、学生としての留学の場合は「学歴」欄に、研究者としての留学の場合は「職歴」欄に記入してください。

　⑤学位のほか医師等の資格についても、「学歴」欄に記入してください。この場合、登録番号も付記してください。

（４）「職歴」欄は、下記のとおりとしてください。

　①全ての職歴について記入し、職名、地位等についても明記してください。

　②過去における教員組織審査において教員の資格があると認められた方は、同欄に当該教員組織審査に係る大学名、審査の年月、職名及び担当授業科目名を記入してください。

　③各職歴について、始期と終期が明確となるように、「（　年　月　日まで）」あるいは「（現在に至る。）」と明記してください。

　④担当科目に直接関係ある職歴については、できるだけ具体的に記入してください。

（５）「学会及び社会における活動」欄は、専攻、研究分野に関連した事項についてのみ記入してください。なお、所属学会は正確に記入してください。

（６）「賞罰」欄は、賞罰のない場合「なし」と記入してください。

（７）「職務の状況」欄は、下記のとおりとしてください。
①大学の専任の教員が当該大学の２以上の学部の学科、短期大学の学科若しくは大学院の専攻にわたり授業を行う場合には、１の学科等に限り「専任」とし、その他は「兼担」と記入してください。当該専任大学以外の大学等の授業を担当している場合は、「兼任（＝非常勤）」となります。
②「毎週担当授業時間数」は、授業時間（時間）×回数で算出した時間数（例えば90分×15回なら「22.5」）を記入してください。
